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法学研究57巻12号（’84：12）

井
上
勇
一
氏
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
井
上
勇
一
氏
提
出
に
か
か
る
学
位
請
求
論
文
「
日
英
同
盟
の
展
開
と
鉄

道
問
題
ー
同
盟
の
成
立
お
よ
び
変
質
過
程
の
研
究
」
の
構
成
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　　　　　　　　　第序
　　第　　　　 第一
　　二　　　　　一部章
321章54321章 目

英
同
盟
の
成
立
と
京
奉
鉄
道

　
英
露
鉄
道
協
定
と
京
奉
鉄
道
借
款
問
題

問
題
の
所
在

京
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
露
関
係

京
奉
鉄
道
借
款
契
約
の
成
立

英
露
鉄
道
協
定
の
成
立

む
す
び

義
和
団
事
件
と
ロ
シ
ア
の
京
奉
鉄
道
占
領
問
題

問
題
の
所
在

　
ロ
シ
ア
の
京
奉
鉄
道
占
領

独
露
鉄
道
協
定
の
成
立

第
二
部

　
第
三
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
　
　
5

　
第
四
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
　
　
5

第
三
部

　
第
五
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
　
　
5

第
六
章 　

日
英
同
盟
の
成
立
と
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道

　
　
京
釜
鉄
道
の
建
設
を
め
ぐ
る
日
露
関
係

　
　
問
題
の
所
在

　
　
京
釜
・
京
仁
鉄
道
間
題

　
京
釜
鉄
道
敷
設
契
約
の
成
立

　
京
釜
鉄
道
会
社
の
設
立
と
馬
三
線
問
題

　
　
む
す
び

　
京
義
鉄
道
の
建
設
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

　
　
問
題
の
所
在

　
京
義
・
京
元
鉄
道
問
題

　
京
義
鉄
道
借
款
契
約
の
成
立

　
京
義
鉄
道
延
長
線
問
題
と
日
露
交
渉

　
む
す
び

日
英
同
盟
の
変
質
と
日
本
の
軍
用
鉄
道

　
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
日
本
の
軍
用
鉄
道
建
設
問
題

　
間
題
の
所
在

　
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
軍
用
鉄
道

　
南
満
州
に
お
け
る
軍
用
鉄
道

　
満
鉄
の
成
立
と
軍
用
鉄
道

　
む
す
び

　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉

4
　
京
奉
鉄
道
返
還
問
題

5
　
む
す
び
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1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
　
　
5

　
第
七
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
　
　
5

第
四
部

　
第
八
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
　
　
5

　
第
九
章

　
　
　
1

　
　
　
2

　
　
　
3

　
　
　
4

　
問
題
の
所
在

　
安
奉
鉄
道
問
題

　
安
奉
鉄
道
改
築
間
題

　
満
韓
連
絡
鉄
道
問
題

　
む
す
び

　
新
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉

　
問
題
の
所
在

　
新
奉
鉄
道
譲
渡
問
題

　
新
奉
鉄
道
借
款
契
約
の
成
立

　
京
奉
・
満
鉄
連
絡
問
題

　
む
す
び

目
英
同
盟
の
変
質
と
満
鉄
平
行
線

　
法
庫
門
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
英
関
係

　
間
題
の
所
在

法
庫
門
鉄
道
問
題
と
日
英
両
国
の
対
応

法
庫
門
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉

錦
斉
鉄
道
問
題

む
す
び

錦
愛
鉄
道
を
め
ぐ
る
国
際
関
係

問
題
の
所
在

満
州
鉄
道
中
立
化
問
題

錦
愛
鉄
道
問
題

錦
愛
鉄
道
路
線
代
替
問
題

終

　
5
　
む
す
び

章
　
む
す
び
に
か
え
て

　
i
辛
亥
革
命
期
の
京
奉
鉄
道
保
障
占
領
問
題
1

　
目
本
外
交
史
、
極
東
国
際
関
係
史
の
研
究
に
お
い
て
、
日
英
同
盟
の
研

究
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
〇
二
年
に

締
結
さ
れ
、
一
九
〇
五
年
八
月
、
同
一
一
年
七
月
の
二
回
に
わ
た
っ
て
改

訂
さ
れ
、
一
九
二
一
年
に
満
期
を
迎
え
、
四
力
国
条
約
と
な
っ
て
解
消
さ

れ
る
ま
で
、
日
英
同
盟
は
日
本
外
交
の
基
柱
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
．

　
そ
う
し
た
重
要
な
同
盟
で
あ
る
だ
け
に
そ
の
研
究
も
日
英
両
国
に
お
い

て
積
極
的
に
行
わ
れ
、
目
本
に
お
い
て
は
汗
牛
充
棟
、
古
く
は
鹿
島
守
之

助
博
士
の
『
日
英
外
交
史
』
（
一
九
五
七
年
、
鹿
島
研
究
所
出
版
会
）
、
黒
羽
茂

教
授
の
『
日
英
同
盟
史
の
研
究
』
（
一
九
六
八
年
、
東
北
教
育
出
版
）
、
近
く

は
今
井
庄
次
教
授
、
村
島
滋
氏
な
ど
を
は
じ
め
一
連
の
研
究
が
あ
り
、
一

方
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
教
授
の
二
冊
の
大
著
望
。

＞
夷
一
。
－
影
冨
奉
器
＞
臣
彗
8
－
弓
ぎ
∪
覧
。
ヨ
”
畠
o
｛
円
≦
o
一
。
。
一
ρ
＆
国
ヨ
且
3
の

一
〇
。
謹
山
8
刈
（
一
8
9
ぎ
＆
8
y
　
＞
一
一
一
導
8
ぎ
U
o
。
一
ぎ
①
－
騨
の
9
曾
営

＞
昌
の
一
〇
ら
餌
冨
岩
器
響
ポ
試
o
戻
り
一
〇
〇
〇
Q
山
ω
（
這
謡
●
ぎ
民
8
）
ピ
ー
タ
ー
・

ロ
ゥ
博
士
の
O
冨
暮
卑
ぎ
ぎ
”
且
鼠
冨
P
お
＝
山
O
観
る
O
O
け
鼠
網
亀

卑
三
吟
閂
導
国
器
鼠
§
ぎ
一
一
畠
（
一
8
P
ぎ
呂
8
）
な
ど
詳
細
な
研
究
が
あ

る
。　

今
回
提
出
さ
れ
た
井
上
勇
一
氏
の
「
日
英
同
盟
の
展
開
と
鉄
道
問
題

ー
同
盟
の
成
立
お
よ
び
変
質
過
程
の
研
究
」
は
、
従
来
の
日
英
同
盟
史
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研
究
。
あ
る
い
は
極
東
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
研
究
の
空
白
部
分
と
な
っ
て

い
た
満
州
お
よ
び
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
日
・
英
・
露
三
国
の
鉄
道
権
益
を

め
ぐ
る
利
害
関
係
に
着
目
し
、
同
盟
の
成
立
と
変
質
を
分
析
し
た
も
の
で

あ
る
。
特
に
鉄
道
を
と
り
上
げ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
三
点
が
指
摘
さ
れ

る
。
第
一
は
、
自
国
外
に
お
け
る
鉄
道
の
権
利
獲
得
、
あ
る
い
は
鉄
道
建

設
は
国
家
の
勢
力
を
領
域
外
に
展
開
す
る
具
体
的
手
段
で
あ
り
、
航
空
機

の
よ
う
な
海
陸
を
越
え
た
輸
送
手
段
が
未
発
達
で
あ
っ
た
当
時
と
し
て
は

水
上
輸
送
の
手
段
と
し
て
の
船
舶
、
陸
上
輸
送
と
し
て
の
鉄
道
は
、
そ
の

勢
力
拡
大
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
清
国
、
朝
鮮
に
お
い
て
は

陸
続
き
の
目
シ
ア
を
除
い
て
海
路
か
ら
到
達
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
、
日

本
は
、
海
岸
か
ら
内
陸
部
に
向
っ
て
鉄
道
を
建
設
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て

内
陸
部
と
の
交
易
が
可
能
と
な
り
、
鉄
道
沿
線
に
鉱
山
を
開
発
し
、
有
事

の
際
に
は
兵
員
の
輸
送
も
可
能
と
な
る
．
第
二
に
、
鉄
道
権
益
の
拡
大
が

列
強
の
勢
力
範
囲
に
直
結
す
る
た
め
、
同
権
益
を
め
ぐ
る
構
想
は
、
し
ば

し
ば
列
強
間
の
勢
力
範
囲
の
接
点
と
な
る
。
す
な
わ
ち
鉄
道
問
題
の
解
決

は
列
強
0
力
関
係
の
反
映
で
あ
り
、
国
際
関
係
の
縮
図
と
も
い
え
る
．
第

三
に
、
鉄
道
建
設
を
国
外
で
行
う
こ
と
は
、
そ
れ
に
投
入
し
う
る
資
本
や

技
術
者
を
持
ち
、
国
内
の
近
代
化
の
進
展
と
密
接
に
関
連
し
、
そ
の
国
の

総
合
力
に
基
く
対
外
進
出
の
バ
・
メ
ー
タ
ー
と
も
な
る
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
本
論
文
は
、
極
東
に
お
け
る
日
、
英
、
露
三
力
国
の

鉄
道
権
益
を
め
ぐ
る
確
執
抗
争
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
よ
る
列

強
の
勢
力
範
囲
の
変
化
が
い
か
に
日
英
同
盟
の
成
立
を
促
し
、
変
質
を
促

し
た
か
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
．

　
本
論
文
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
全
四
部
・
九
章
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

が
、
一
部
、
二
部
は
日
露
戦
争
開
戦
ま
で
の
時
期
を
扱
い
、
日
英
同
盟
の

成
立
に
至
る
過
程
に
焦
点
を
当
て
、
三
部
、
四
部
は
日
露
戦
争
開
戦
以
降

の
時
期
を
対
象
と
し
、
日
英
同
盟
の
変
質
過
程
を
論
じ
て
い
る
。

　
第
一
部
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
に
お
け
る
日
英
同
盟
の
成
立
要
因

と
し
て
京
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
英
露
間
の
対
立
を
明
ら
か
に
す
る
二
つ
の
問

題
を
と
り
上
げ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
一
八
九
七
年
か
ら
九
八
年
に
か
け

て
イ
ギ
リ
ス
が
英
露
鉄
道
協
定
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
の
京
奉
鉄

道
借
款
契
約
に
対
す
る
妨
害
を
除
去
し
よ
う
と
し
た
問
題
が
分
析
さ
れ
る
。

ロ
シ
ア
が
京
奉
鉄
道
へ
の
野
心
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
北
京
へ
の
進
出
を

試
み
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
応
は
日
清
戦
争
中
に
韓
国
と
の
間
に
京
釜
鉄

道
敷
設
権
を
獲
得
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
妨
害
に
よ
っ
て
借
款
契
約
を
締

結
す
る
と
こ
ろ
ま
で
い
た
っ
て
い
な
い
日
本
と
提
携
す
る
か
、
・
シ
ア
と

妥
協
す
る
か
で
あ
っ
た
。
当
時
日
本
は
、
ロ
シ
ア
と
の
間
に
西
・
ロ
ー
ゼ

ン
協
定
を
成
立
さ
せ
、
京
釜
鉄
道
借
款
契
約
成
立
に
対
す
る
・
シ
ア
の
妨

害
を
排
除
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
も
南
ア
フ
リ
カ
の
問
題
に

忙
殺
さ
れ
、
か
つ
揚
子
江
流
域
の
権
益
維
持
を
優
先
し
、
京
奉
鉄
道
に
つ

い
て
は
・
シ
ア
に
譲
歩
し
た
た
め
、
日
英
は
一
致
し
て
ロ
シ
ア
に
対
抗
す

る
こ
と
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
一
八
九
三
年
三
月
イ
ギ
リ
ス
が
非
公
式
な

が
ら
日
本
に
対
し
て
同
盟
関
係
を
打
診
し
、
そ
れ
が
何
故
実
現
に
至
ら
な

か
っ
た
か
の
理
由
が
鉄
道
問
題
へ
の
対
応
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
章
は
、
義
和
団
事
件
を
契
機
に
ロ
シ
ア
が
以
前
か
ら
持
ち
続
け
た

野
心
を
実
行
に
移
し
、
京
奉
鉄
道
を
占
領
し
た
こ
と
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
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が
ど
う
対
応
し
た
か
を
、
日
英
同
盟
締
結
へ
の
端
緒
と
し
て
理
解
し
よ
う

と
試
み
た
も
の
で
あ
る
．
ロ
シ
ア
の
英
露
鉄
道
協
定
違
反
、
ア
メ
リ
カ
に

よ
る
門
戸
開
放
宣
言
お
よ
び
そ
の
趣
旨
を
受
け
つ
い
だ
英
独
協
商
に
対
す

る
ロ
シ
ア
の
挑
戦
を
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
は
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
・
ン
ド
ン
は
鉄
道
問
題
に
関
し
て
、
意
見
を
異
に
す
る
ド
イ
ッ
と
の

提
携
に
限
界
を
感
じ
、
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
の
建
設
を
め
ざ
す
日
本
と
京

釜
鉄
道
に
、
対
露
戦
略
的
価
値
を
見
出
す
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
シ
ベ
リ

ア
、
東
清
両
鉄
道
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
る
脅
威
を
「
交
差
権
益
」
の
防

衛
と
い
う
具
体
的
目
的
か
ら
、
日
英
同
盟
を
締
結
す
る
条
件
が
整
え
ら
れ

て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
第
二
部
は
、
日
本
側
に
お
け
る
日
英
同
盟
の
成
立
の
促
進
要
因
と
し
て

朝
鮮
半
島
の
鉄
道
に
注
目
し
、
第
一
部
で
明
ら
か
に
し
た
イ
ギ
リ
ス
側
の

京
奉
鉄
道
の
持
つ
意
味
と
対
比
し
て
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
章
で
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
目
本
の
手
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
る
京

奉
鉄
道
を
中
心
に
京
仁
鉄
道
（
京
城
－
仁
川
）
と
京
釜
鉄
道
の
支
線
で
あ
る

馬
三
線
（
馬
三
浦
⊥
二
浪
津
）
を
と
り
上
げ
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
建
設
が
韓
国

の
支
配
権
を
め
ぐ
る
・
シ
ア
と
の
対
抗
上
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
か
が
分
析
さ
れ
る
。
・
シ
ア
が
広
軌
（
五
フ
ィ
ー
ト
）
に
よ
る
シ
ベ
リ

ア
・
東
清
両
鉄
道
を
利
用
し
て
南
下
す
る
の
を
阻
止
す
る
た
め
に
は
軌
道

の
異
る
京
釜
鉄
道
を
建
設
維
持
す
る
こ
と
が
日
本
に
と
っ
て
必
要
と
さ
れ
、

ま
た
イ
ギ
リ
ス
型
標
準
軌
（
四
フ
ィ
ー
ト
八
イ
ン
チ
半
）
が
建
設
さ
れ
た
京

釜
鉄
道
が
・
シ
ア
の
手
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
イ
ギ
リ
ス

は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
脅
威
に
対
し
連
動
し
同
盟
関
係
に
進
む
必
要
条
件

が
形
成
さ
れ
た
、
と
い
う
注
目
す
べ
き
指
摘
が
行
わ
れ
る
．

　
第
四
章
は
、
朝
鮮
半
島
北
部
に
お
け
る
京
義
鉄
道
の
敷
設
権
を
め
ぐ
る

動
向
が
、
日
露
開
戦
前
の
日
露
交
渉
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
点
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
当
時
ロ
シ
ア
は
東
清
鉄
道
本
線
（
満
州
里
－
恰
爾
賓
ー
緩

芥
河
）
の
敷
設
権
と
吟
爾
賓
か
ら
旅
順
、
大
連
に
至
る
南
満
支
線
と
そ
の

南
満
支
線
と
鴨
緑
江
を
結
ぶ
鉄
道
敷
設
権
と
を
獲
得
し
、
一
方
イ
ギ
リ
ス

は
山
海
関
か
ら
新
民
屯
ま
で
の
京
奉
鉄
道
本
線
と
営
口
に
至
る
支
線
の
借

款
契
約
を
成
立
さ
せ
て
お
り
、
朝
鮮
半
島
南
部
に
は
日
本
、
北
満
か
ら
南

満
東
部
ま
で
が
・
シ
ア
、
満
州
南
西
部
が
・
シ
ア
と
鉄
道
に
よ
る
勢
力
範

囲
が
定
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
満
韓
地
域
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
北
部
は
、

勢
力
範
囲
の
帰
属
が
残
さ
れ
た
唯
一
の
地
域
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
京

城
と
朝
鮮
半
島
北
端
の
新
義
州
を
結
ぶ
京
義
鉄
道
と
京
城
、
元
山
を
結
ぶ

京
元
鉄
道
の
敷
設
権
獲
得
は
列
国
の
注
目
の
的
と
な
っ
た
。
日
本
、
・
シ

ア
に
加
え
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ッ
も
そ
の
獲
得
競
争
に
加
わ
り
、
熾
烈
な
競

争
が
展
開
さ
れ
る
が
、
結
局
京
義
鉄
道
敷
設
権
は
目
本
が
獲
得
す
る
こ
と

と
な
り
、
こ
こ
に
日
英
露
三
国
間
で
続
け
ら
れ
た
満
韓
に
お
け
る
鉄
道
建

設
競
争
は
一
応
の
結
末
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
京
義
鉄
道
は
標
準
軌

で
建
設
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄
道
、
日
本
の
京
釜
鉄
道
は
い
ず
れ
も

標
準
軌
で
あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
と
東
清
鉄
道
が
広
軌
で
あ
る
た
め
、
日

英
（
標
準
軌
）
対
ロ
シ
ア
（
広
軌
）
と
い
う
図
式
が
成
立
を
み
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
部
に
お
い
て
は
、
日
露
戦
争
後
の
日
本
の
大
陸
進
出
、
特
に
満
州

へ
の
進
出
が
日
英
同
盟
の
変
質
を
導
き
出
し
た
点
が
考
察
の
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。
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第
五
章
に
お
い
て
は
、
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
軍
用
鉄
道
の
建
設
に
よ

っ
て
日
本
は
南
満
州
に
お
け
る
鉄
道
権
益
を
初
め
て
入
手
し
、
南
満
州
東

部
を
日
本
の
勢
力
下
に
組
み
入
れ
る
と
と
も
に
、
陸
軍
は
野
戦
鉄
道
普
通

輸
送
規
定
を
定
め
、
軍
用
鉄
道
を
一
般
に
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
改
め
、

日
本
の
資
本
進
出
を
可
能
に
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
．
こ
こ
に
門

戸
解
放
を
要
求
す
る
イ
ギ
リ
ス
と
の
亀
裂
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
六
章
お
よ
び
第
七
章
で
は
、
満
州
に
お
け
る
日
本
の
軍
用
鉄
道
が
安

奉
、
新
奉
両
鉄
道
に
改
築
さ
れ
、
軍
用
軽
便
鉄
道
は
全
て
消
滅
し
、
標
準

軌
に
統
一
さ
れ
た
鉄
道
網
が
完
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
満
州
の
北
部
に
は
ロ

シ
ア
の
支
配
す
る
広
軌
の
鉄
道
が
、
同
南
部
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
京
奉
鉄
道

に
加
え
満
鉄
の
経
営
す
る
標
準
軌
の
鉄
道
が
走
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
．

満
韓
連
絡
の
た
め
鴨
緑
江
に
鉄
橋
が
架
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
朝
鮮
半

島
南
端
の
釜
山
か
ら
奉
天
ま
で
一
本
の
鉄
路
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
点
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
・
シ
ア
ヘ
の
対
抗
に
よ
る
日
英
の
一

提
携
に
は
役
立
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
門
戸
解
放
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ

り
．
特
に
日
本
に
よ
る
新
奉
鉄
道
の
建
設
は
、
英
清
組
合
の
優
先
権
を
侵

害
す
る
結
果
に
な
っ
た
。

　
第
四
部
で
は
、
満
鉄
平
行
線
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
日
本
が
釜
山

か
ら
奉
天
を
経
て
遼
河
を
は
さ
ん
で
京
奉
鉄
道
に
接
続
す
る
と
こ
ろ
ま
で
、

そ
の
勢
力
範
囲
を
拡
大
し
た
た
め
、
南
満
州
の
鉄
道
権
益
を
め
ぐ
っ
て
日

英
間
に
競
合
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
一
九
〇
六
年
八

月
の
日
英
同
盟
更
新
の
時
点
で
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
い
わ

ゆ
る
満
鉄
平
行
線
と
し
て
知
ら
れ
る
法
庫
門
鉄
道
問
題
に
よ
っ
て
、
新
た

な
利
害
調
整
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
第
八
章
で
は
、
日
本
の
法
庫
門
鉄
道
建
設
に
結
局
イ
ギ
リ
ス
は
支
持
を

与
え
る
が
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
政
治
状
況
の
反
映
の
結
果
で
も
あ

り
、
日
本
が
日
英
同
盟
よ
り
日
清
満
州
善
後
条
約
の
規
定
を
優
先
す
る
こ

と
を
示
す
先
例
と
も
な
り
、
日
英
同
盟
が
利
害
調
整
に
つ
い
て
は
す
で
に

機
能
し
え
ず
．
そ
の
存
在
基
盤
の
共
通
性
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。

　
第
九
章
で
は
、
法
庫
門
鉄
道
に
続
く
満
鉄
平
行
線
と
し
て
錦
州
・
愛
琿

間
の
錦
愛
鉄
道
問
題
が
と
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
ア
メ
リ
カ
が
ノ
ッ
ク
ス
の
満
州
鉄
道
中
立
化
提
案
に
示
さ
れ
る
よ
う

に
満
州
に
お
け
る
鉄
道
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
日
英
露
三
国
に
対
す
る
新

興
勢
力
と
し
て
競
争
に
加
わ
っ
て
き
た
点
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
シ
ン
ジ

ケ
ー
ト
が
・
シ
ア
か
ら
東
清
鉄
道
、
さ
ら
に
日
本
か
ら
も
南
満
鉄
道
を
買

収
し
．
そ
の
た
め
満
鉄
と
平
行
す
る
錦
愛
鉄
道
の
建
設
を
ア
メ
リ
カ
の
融

資
、
イ
ギ
リ
ス
の
ポ
ー
リ
ン
グ
商
会
の
手
に
よ
っ
て
建
設
さ
せ
よ
う
と
し

た
こ
と
は
、
日
露
両
国
を
接
近
さ
せ
る
結
果
を
生
ん
だ
。
満
鉄
中
立
化
問

題
は
第
二
回
日
露
協
約
を
、
そ
し
て
錦
愛
鉄
道
問
題
お
よ
び
そ
の
代
替
路

線
問
題
は
第
三
回
日
露
協
約
を
生
み
出
す
出
発
点
に
な
っ
た
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
法
庫
門
鉄
道
、
錦
愛
鉄
道
両
問
題
で
は
日
英
両
国

の
対
露
交
差
権
益
に
利
害
対
立
を
生
じ
同
盟
の
継
続
は
利
害
調
整
の
道
具

と
し
て
は
機
能
せ
ず
、
単
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
脅
威
に
対
抗
す
る
以
外
の

何
も
の
で
も
な
く
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

終
章
は
、
辛
亥
革
命
期
の
京
奉
鉄
道
保
障
占
領
問
題
を
と
り
上
げ
、
第
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二
章
で
と
り
上
げ
た
義
和
団
事
件
中
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
京
奉
鉄
道
占
領

と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
英
同
盟
の
変
質
が
完
了
し
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　
以
上
で
本
論
文
の
内
容
紹
介
を
終
る
が
、
本
論
文
が
評
価
で
き
る
の
は

次
の
諸
点
に
あ
る
。

　
第
一
は
、
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
比
較
的
等
閑
視
さ
れ

て
き
た
鉄
道
を
中
心
に
日
英
露
関
係
を
分
析
し
た
点
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

満
鉄
の
研
究
、
朝
鮮
鉄
道
史
、
東
清
鉄
道
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
な
ど
を
対
象

と
し
た
研
究
は
な
さ
れ
た
が
、
鉄
道
が
極
東
の
国
際
関
係
に
持
つ
意
義
を

相
互
に
関
連
さ
せ
て
追
求
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
は
大
い
に
評
価
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
は
．
利
用
し
た
史
料
と
そ
の
史
料
探
索
の
手
が
た
さ
で
あ
る
．
井

上
氏
は
合
計
三
年
ロ
ソ
ド
ソ
に
滞
在
し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
レ
コ
ー
ド
・
オ

フ
ィ
ス
の
お
び
た
だ
し
い
文
書
の
中
か
ら
．
関
係
文
書
を
発
見
し
、
日
本

側
の
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
文
書
．
ア
メ
リ
カ
の
公
刊
さ
れ
た
公
文
書

な
ど
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
め
ん
密
に
流
れ
を
追
い
、
そ
の
文
書
の
持
つ
意

味
を
吟
味
し
な
が
ら
利
用
し
た
。
こ
れ
ま
で
日
英
両
国
で
発
表
さ
れ
た
本

テ
ー
マ
に
直
接
関
係
す
る
研
究
成
果
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

　
第
三
は
、
日
英
両
国
に
お
い
て
研
究
者
の
批
判
を
得
、
そ
れ
を
研
究
に

反
映
さ
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
日
英
同
盟
研
究

の
権
威
、
イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
教
授
の
下
で
英
文
の
ぺ
ー
パ
ー
を
作
成
、

一
九
七
九
年
四
月
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
で
行
わ
れ
た
閃
＞
拐
（
塁
。
守
三
昌

＞
器
＆
匿
8
協
自
魯
冨
幕
器
望
且
諒
）
の
年
次
総
会
で
報
告
し
．
そ
れ
に

加
筆
訂
正
し
た
も
の
が
、
第
三
章
、
第
四
章
で
あ
り
、
・
ン
ド
ン
ス
ク
ー

ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
ド
・
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
サ
イ
ェ
ン
ス

付
属
国
際
社
会
科
学
セ
ン
タ
ー
ヘ
提
出
し
た
ぺ
ー
パ
ー
に
訂
正
加
筆
し
た

の
が
、
第
一
章
、
第
二
章
と
な
り
、
日
本
国
際
政
治
学
会
外
交
史
部
会
で

の
報
告
が
第
五
章
と
な
る
な
ど
、
本
論
文
に
収
録
さ
れ
た
各
章
は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
「
法
学
研
究
」
「
国
際
政
治
」
「
国
際
法
外
交
雑
誌
」
「
軍
事
史
学
」

の
諸
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ
、
研
究
者
．
専
門
家
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
経

て
い
る
。

　
し
か
し
、
本
論
文
に
も
今
後
の
検
討
に
待
つ
べ
き
問
題
が
存
在
し
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
筆
者
が
鉄
道
問
題
中
を
心
に
追
っ
た
の
は

評
価
で
ぎ
る
と
し
て
も
、
そ
の
鉄
道
が
各
国
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ

た
の
か
、
す
な
わ
ち
経
済
権
益
の
獲
得
、
物
資
の
輸
送
、
鉱
山
開
発
、
兵

員
の
移
動
等
に
ど
の
程
度
の
役
割
り
を
演
ず
る
と
期
待
さ
れ
た
の
か
が
必

ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。

　
第
三
章
で
、
筆
者
が
鉄
道
建
設
は
国
家
の
総
合
力
の
反
映
で
あ
り
、
投

入
で
き
る
資
本
や
技
術
者
と
も
関
連
し
て
く
る
と
指
摘
が
あ
る
以
上
、
国

内
産
業
の
発
展
と
の
つ
な
が
り
に
も
若
干
触
れ
て
欲
し
か
っ
た
。

　
ま
た
、
筆
者
が
再
三
再
四
用
い
る
「
交
差
権
益
」
な
る
用
語
に
も
問
題

が
あ
る
。
そ
れ
は
国
際
政
治
外
交
用
語
と
し
て
熟
し
て
い
な
い
新
語
で
あ

る
。
筆
者
は
、
「
帝
国
主
義
国
家
が
、
海
外
に
お
い
て
獲
得
し
よ
う
と
す

る
権
益
で
、
か
つ
第
三
国
も
そ
の
獲
得
を
試
み
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
競

争
相
手
と
の
抗
争
の
中
で
獲
得
し
維
持
し
て
い
る
権
益
を
、
無
競
争
に
よ
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る
も
の
と
区
別
す
る
意
味
で
便
宜
的
に
つ
け
た
」
と
い
う
が
、
鉄
道
権
益

と
そ
の
他
の
権
益
が
「
交
差
権
益
」
と
し
て
相
反
す
る
作
用
を
及
ぼ
す
場

合
な
ど
定
義
が
厳
密
で
な
い
だ
け
に
、
安
易
に
使
わ
れ
過
ぎ
る
嫌
い
が
あ

る
。　

以
上
の
よ
う
な
問
題
は
存
在
す
る
に
し
て
も
、
鉄
道
問
題
を
中
心
と
し

た
日
英
同
盟
の
成
立
と
変
質
に
関
す
る
本
論
文
の
価
値
を
本
質
的
に
損
う

も
の
で
は
な
い
。
井
上
氏
が
慶
鷹
義
塾
大
学
お
よ
び
同
大
学
院
、
さ
ら
に

・
ン
ド
ン
大
学
、
外
務
省
外
交
史
料
館
で
積
ま
れ
た
精
進
と
研
讃
を
多
と

す
る
わ
れ
わ
れ
は
、
本
論
文
が
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授

与
す
る
の
に
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
五
八
年
七
月

　
　
主
査
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　

池
井
優

　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
教
授
　
法
学
博
士
　
　
神
　
谷
　
不
　
二

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
博
士
　
　
内
　
山
　
正
　
熊
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